持続可能な木質バイオマスの調達に関するアンケート調査

ご回答・お問合せ先：NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク
〒277-0945　千葉県柏市しいの木台3-15-12
TEL/FAX：047-389-1552　E-mail：mail@npobin.net
※ご回答・返信方法

· 以下のURLよりアンケート用紙（Word版）をダウンロードし、ご記入いただいたうえ、
電子メールにてmail@npobin.net 宛てにご送信ください。
	ダウンロードURL　  http://www.npobin.net/chotatsu.htm


· または本アンケート用紙に直接ご記入いただき、ファックス（047-389-1552）またはPDFにて電子メールmail@npobin.netでのご返信も可能です。
※誠に勝手ながら、ご回答は８月２３（火）までにお送りいただけますよう、お願い申し上げます。
アンケートのご回答にあたっては、以下の点をご了解ください。
■ 個人情報について

ご記入いただいた皆さまの個人情報は、アンケートへのご回答に関するお問い合わせ、集計結果のご送付及び持続可能なバイオマスの調達に関連するご案内の送付のためにのみ使用いたします。また、その個人情報は適切に管理いたします。

■ データの取り扱いについて
ご記入いただいた内容については、個別企業名は伏せて公表させていただきます。

貴社組織の概要
	1．名　　称
	

	2．本社連絡先
	住所：（〒
―
）

TEL：

URL：http://　

	3．ご回答者氏名

及び連絡先
	所属部署：

氏名： 

TEL：
FAX：

E-mail：


選択する回答については、✔を記入する、または■としてください
問1. 御社は、どの国から木質バイオマスを年間どの程度の量の輸入を予定されていますか。また、その原料はどのようなものですか。主なものを種類ごとに、差し支えのない範囲で結構ですので、ご回答ください。
＜現在＞
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　
　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
＜将来：　　　　　　　　年ごろ＞
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
A.生産国：□ 1) カナダ　　□ 2) 米国　　□ 3) 中国　　□ 4) ベトナム　　□ 5) オーストラリア　　

　　　　　　 □ 6) タイ    □ 7) インドネシア    □ 8) ロシア　　□ 9)その他（         　　　　 　）
B.年間調達量：　　　　　　　　　　　 　単位：トン・絶乾トン・m3
C.燃料形態：□ 1) ペレット　　□ 2) チップ　　□ 3) その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

D.原料の種類：□ 1) 建築廃材・廃家具　　□ 2) 製材端材・残材　　□ 3) 除伐材　　

　　          □ 4) ゴム廃材　　□ 5) 植林木    □ 6) 天然木
             □ 7) その他（                                                　　　　　）

E.樹　　種：□ 1) ゴム　　□ 2) ユーカリ　　□ 3) アカシア　　□4) その他広葉樹（　   　        　　　） 

　　　     □ 5) 針葉樹（　　　　　 　       　　　　　　　　）   □6) 不明
FITの木質バイオマス発電に関し、「木質バイオマス発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドラインQ＆A」において、輸入バイオマスのトレーサビリティについて、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に基づく合法性の証明書を要するとしています。

「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」では、具体的に以下の３つの方法が記されています。

(1)森林認証制度及びＣｏＣ認証制度を活用した証明方法

(2)森林・林業・木材産業関係団体の認定を得て事業者が行う証明方法

(3)個別企業等の独自の取組による証明方法

問2. 御社が輸入する輸入木質バイオマスは、上の(1)～(3)のどの方法を用いられていますか。あるいは、用いられる予定ですか。（複数回答可）
　□ 1) 森林認証制度及びＣｏＣ認証制度を活用した証明方法　→設問3-1へ
　□ 2) 森林・林業・木材産業関係団体の認定を得て事業者が行う証明方法　→設問3-2へ
　□ 3) 個別企業等の独自の取組による証明方法　→設問3-3へ
　□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　　　　　　　）
　
問3-1　1)と回答された方へ　どの森林認証ですか。また、認証監査機関はどこですか。（複数回答可）



　
　問3-2　2)と回答された方へ　どの団体の証明方法ですか




　問3-3　3)と回答された方へ　どのような証明方法ですか


問3. 御社が輸入バイオマスの合法性を確認するために、どのような方法をとられていますか。あるいは、とられる予定ですか（複数回答可）。
　□ 1） 木質バイオマスのサプライヤーが森林認証のCoCを取得していることを確認する

　□ 2） 木質バイオマスのサプライヤーが森林認証のCoCを取得しているだけでなく、購入する木質バイオマスが森林認証されていることを確認する

　□ 3） 木質バイオマスの原産国を確認した上で、違法伐採のカントリーリスクの高い国でないことを確認する
　□ 4) 自社社員が、生産現場や流通拠点を訪れ、確認する

　□ 5) 第三者に依頼し、生産現場や流通拠点を訪れ、確認する
　□ 6） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問4. 2016年5月、「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」が成立したことをご存知ですか？

　□ 1) 詳しく知っている
　□ 2) 聞いたことがある
　□ 3) 知らない
　□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問5. 「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」において、合法性の「入念な確認（デューデリジェンス」が盛り込まれたことをご存知ですか？
　□ 1) 詳しく知っている
　□ 2) 聞いたことがある
　□ 3) 知らない
　□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問6. 御社は、持続可能な調達方針を導入されていますか。
　□ 1) 導入している　→設問7-1へ　　　　□ 3) 今後導入する予定である　　　
□ 4) 導入を検討中である           　□ 5) 導入は考えていない
□ 6)その他（　                              　　　　　　　　　               　　　　　　　　　）

問7-1　問7で1)と回答された方へ。御社の持続可能な調達方針を本アンケートに添付いただくか、Web
上で公開されている場合は、下記にURLをご記入ください。


問7. 英国、オランダなどですでに木質ペレット等の固体バイオマスの持続可能性基準が導入されていることをご存知ですか？
　□ 1) 詳しく知っている
　□ 2) 聞いたことがある
　□ 3) 知らない
　□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問8. 生産から消費までの温暖化ガス排出量や生態系保全への配慮などを内容とする、液体バイオ燃料の持続可能性基準が日本ですでに導入されていることをご存知ですか？
　□ 1) 詳しく知っている
　□ 2) 聞いたことがある
　□ 3) 知らない
　□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　アンケートを含めたご意見やご質問があれば、以下にご記入ください。

ご回答どうもありがとうございました

参考資料
1． 木質バイオマス発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドラインQ＆A
http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/biomass/pdf/hatsudenriyougaidorainqa.pdf

2． 「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」
http://www.rinya.maff.go.jp/j/boutai/ihoubatu/pdf/gaido1.pdf
3． 例えばFSCでは、認証取得状況をWebサイトで確認することができる

https://jp.fsc.org/jp-jp/web-page-/fsc354693538821462244712936627841
4． 違法伐採のカントリーリスクは、例えばトランスペアレンシーインターナショナルの世界腐敗認識指数（CIP)などが参考になる

http://www.ti-j.org/CPI2015map.pdf
5． 合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律　条文

http://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/190/pdf/s051900291900.pdf
6． 液体バイオ燃料の持続可能性基準（エネルギー供給構造高度化法　非化石エネルギー源の利用に関する石油精製業者の判断の基準　p64〜74）
http://www.enecho.meti.go.jp/notice/topics/017/pdf/topics_017_002.pdf
□ 1)  FSC　　　　　　　　　□ 2) PEFC　　　　　　　□ 3) GGL


□ 4) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





団体名：


証明方法：











URL 
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